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１ 背景 

(1) Prosocialについて 

Prosocialは、進化論・文脈的行動科学・経済学を融合

した組織的活動の画期的な実践方法である。Prosocialな
行動とは、協力的で、個人の利益もグループの利益も、両

方を大事にする行動と定義されている。一方でProsocial
ではない行動は非協力的であったり、他人に危害を加えたり、

利己的であったり、自己犠牲を伴う行動とされている。 

(2) CBS研究会に関して 

 株式会社スタートラインCBSヒューマンサポート研究

所は文脈的行動科学における実践的アプローチを学ぶため

のCBS研究会を運営している。本研究会には特別支援教

育機関や就労移行支援機関などで働く、ヒューマンサポー

トに携わる方に参加いただいている。ビデオ通話システム

を用いたオンラインで月に１回２時間程度にて実施している。 

 

２ 目的 

私たちはCBS研究会を運営する中で、参加者が増える

ことでそれぞれのニーズの把握や、参加者の研究会への積

極的な参加が難しくなっていると感じ始めた。また、研究

会の参加者は異なる組織に属しており、様々な視点を取り

入れることでProsocialに関する学びが深まると考え、研

究会にProsocialの概念を導入したグループワークを導入

した。本研究では、Prosocialの概念を導入した多職種に

よるグループワークを行う前後での変化を探索的に検討す

ることを目的とした。 

 

３ 方法 

(1) 研究会及びグループワークの参加者 

研究会のグループワークは興味を持つ題材によってグ

ループ分けされ、Prosocialに興味を持ったグループの参

加者は計14名であった。 

(2) グループワークの概要 

グループワークの実際の流れを表に示した。最初はそれ

ぞれのグループでCDP１に関するマトリックスの作成に

取り組むことのみ決められており、その後はそれぞれのグ

ループ内で進めていきたいことに関してProsocial的に議

論する形式だった。４月から６月にかけてCDP１に関す

る議論を行う中で実践を経験している参加者が事例を共有

した他、実践に向けて不安に感じている点などをお互いに

共有した。そこからCDP１,２,３に関して議論をしたの

ち研究会内での他のグループへの成果の報告に向けた準備

を行った。 

表１ グループワークの流れ 

 

(3) 評価指標 

グループワークに参加する前とグループワークの終了時

に心理的柔軟性を測定するためにMPFIショートバージョ

ン、CDPダイアグラム評価を実施し、参加者14名のうち

８名から有効な回答を得た。 

 

４ 結果 

(1) 評価指標 

MPFIショートバージョンの対象者の項目別平均を図１

に、下位項目別の平均を図２に示した。研修前後で見ると

柔軟性は上昇し、非柔軟性は下降した。下位項目別にみる

と、柔軟性ではすべての項目で数値が上昇した。非柔軟性

では、体験の回避、内容としての自己において横ばい、価

値との接触の欠如において数値が上昇したが残りの項目で

は下降した。 

図１ MPFIの項目別平均 
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図２ MPFIの下位項目平均 

（上:心理的柔軟性,下:心理的非柔軟性） 

 

CDPスポークダイアグラム評価の対象者の平均を図３

に示した。研修実施前後で見ると、全てのCDP項目が上

昇した。 

 

図３ CDPスポークダイアグラム評価の対象者平均 

 

(2) グループワーク 

グループワークにて作成した実際のCDP１に関するマ

トリックスを図４に示した。 

図４ CDP１に関するマトリックス 

 

グループの価値を整理していく中で、Prosocialの概念

を用いたファシリテートを行うためには、Prosocialを自

身が体験的に学ぶことが重要なのではないかということが

話題に上がった。グループワーク期間の後半に事務局より

各グループの成果を３月に報告するような指示があった。

ProsocialグループではCDPすべての分析が終わっていな

いことや、唐突な告知であることに関して不満や疑問が挙

げられた。一方で、改めてCDP１に立ち返り、不満や疑

問すらもオープンにできる心理的安全性を持ったグループ

であることが議論された。また、今までの成果の共有とい

う具体的な共通の目標に対してグループの参加者が目に見

える形で利他的な行動を行うことが増加した。グループ

ワークの終了後、参加者にアンケートを実施した結果、

「心理的安全性を感じた」、「グループワークを通して利

己的な考えから利他的な考えに変わっていった」「今後の

自身の組織での実践に対するモチベーションが高まった」

と回答する参加者が多かった。 

 

５ 考察 

 結果より、Prosocialの概念を導入したグループワーク

を行うことでMPFIおよびCDPスポークダイアグラム評価

にポジティブな影響があることが示唆された。また、

Prosocialの概念を導入したグループワークを実践する中

で、心理的安全性と利他的な行動の増加が見受けられた。 

これは多職種でのグループにおいてもProsocialの概念に

基づいたマトリックスの作成や議論を通じて刎田（2022）

と同様にメンバーの相互理解や取り組むべき目的の明確化、

Prosocial的な行動について考える機会が増えたことによ

るものと考えられる。さらにはProsocialを体験すること

でProsocialの社会的意義を感じ自身の組織でも導入して

いくためのモチベーションが高まったと考えられる。 

 

６ まとめ 

今回のグループワークは多職種の参加者が興味関心にて

分かれたグループだったが、その場合、グループとしての

課題が特定されないほか具体的な目標などの設定が難しく、

議論が机上論化してしまう点が指摘された。一方で所属し

ている組織内での実践も重要だが、多職種での実践を行う

ことでより学びが深まり、所属している組織での活用につ

ながる可能性が示唆された。今後もProsocialのより良い

実践方法を検討していきたい。 
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